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近 くの 腎組織中の 1 か所 で JG 細胞 が 著 し く発達 し

た 集団を な す場合 （ク ロ ィ ザ リ ウ オ ，
ハナ オ コ ゼ ），

腎 組織中の 数 か 所 に JG 細胞集 団 が 散在 す る 場合

（キ ア ソ コ ウ ） な ど 魚種 に よ り分布状態 が異 る 。
こ

の よ うに 無糸球 腎硬骨魚 に お い て も JG 細胞 が 存在

す る こ とか ら腎 レ ＝＝ン の 生 理 的役割 と して ， 腎内 よ

りもむ し ろ腎外 の systemic な働 きが 示唆 さ れ る 。

トノ サ マ ガ エ ル の 雄 における ミ ュ ラー管発達 の 地域

差

岩 沢 久 彰 （新 潟 大 学 理 学部 生 物 学教室）

　新潟県北部 の 6地域 と県外 3地域で 採集 し た ト ノ

サ マ ガ エ ル 444 匹 ， 新潟県北部 の 3地域 と 県外 4 地

域 の ト ウ キ ョ ウ ダ ル マ ガ エ ル 115 匹，春 日井産の ダ

ル マ ガ こL ル 52 匹 に っ い て，雄 成体 に お け る ミ 」ラ

ー管 の 発達を調 べ た。直腸 レ ベ ル で 子 宮 の 分 化 が み

られ る 個体 は，新潟県の トノ サ V ガ エ ル で は 金塚
・

中条地域 で は 3  ％ 前後 で ，ま た，か な り大 き い 子

宮 もみ ら れ た が ，そ こ か ら南北 に 5km 離 れ た 地域，

そ の 他 で はい ず れ も 10％ 以 下 の 出現率 で ， しかも

小 さい も の が 殆 ん どで あ っ た。米子 と福岡 の トノ サ

” ガ エ ル で は 金 塚 と 同程度の 出現率 で あ っ た が ， ト

ウ キ ． ウ ダ ル マ ガ ニ ル と ダ ル マ ガ エ ル で は ，い ず れ

の 地域 の 材料 で も出現率は 10％ 以 下 で あ った 。 腎

レ ベ ル の ミ ＝ラ ー
管 の 発達 と 子宮の 発 達 に は か な り

の 相関が認め られ るが ，必 ず し も平行的で は な い 。

肉 眼で み え る程 度 以 上 の 発 達 を 示す もの は 全体 の

ユ9％ で ， 1 例 で 分泌腺 の 発達 が み られ た 。

低 濃度食塩水飼育の ヒ キ ガ エ ル 幼 生 の 組織

　　 稲村宏 子 ・牧 野尚哉

（東京医科 大学生物 学教室）

　著者 ら は ， ド ジ ョ ウ の 食 塩水飼 育を行 っ て お り，

ヒ キ ガ エ ル 幼生 を得 た の で ， 飼育 が 可能 な らば ， メ

ラ ニ ソ の 消長，変態 前後 の 形 態 及 び 機 能 に 変 化 が 起

こ りは しな い か ，そ の へ ん に 興味を も っ て ， 飼育 し

た 。食 塩 水 は，0．25 〜 0．50％ で あ り，O．　50 ％ で は ，

か な りの 異常体 の 出現 と相 当 の 斃 死 を 伴 う。 食塩 水

飼 育 で は，他動物 の 場合 と似 て ，白 く， ま た，膨 れ

た 幼生 が ， 出現す る e こ の 状態 で 変態 を して ，

一・
見 ，

冰 膨れ 状 の カ エ ル に な る。 こ れ「らに つ い て ， 継織学

的 に 検 討 し た 。 白 く膨 れ た 皮膚 は ， ネ ッ 5 ワ ーク に

な っ て い る結合織 で あ り， 正常個体 に 比 して ，メ ラ

＝＝・7 が ，小 塊 と な り ， 表皮 の 直下 に あ る。肝臓は，

白 く膨 れ た個体 は、一般に ，組織的に み て ， 実質性

に 乏 し く， し ょ う疎性 で ， 血 球 が 多 々 ， 観察 さ れ

る。組織活性 の 検 討 の た め に ， フ ォ ス フ ア タ ーゼ の

組織化学的検出を行 っ た。ア ル カ リ性で は，正常個

体 の 腸管 の
一

部 に ，酸性 で は，食 塩水飼育 の 腸管 の

一一・
部 に 検 出され た o

環境動物 の 組織化学
一

特 に 貧 毛 類 ，
シ マ ミ ミ ズ の 再

生域に つ い て 一

　 牧野尚哉 ・出 中 きよ 子

（東京医科大学生物学教室）

　 著者 は環形動 物 の 組織化学 を 行 っ て お り， 彼 ら の

絹織 か らか な り， 特徴的 な 所見 を 得 た ．
コ ハ ク 酸脱

水 素酵素 は ヒ ル の 神経系 と側洞部，シ マ ミ ミ ズ の 表

皮 と輪走筋 に 限 局し て 分 布，特に 表皮系に顕著で あ

った 。フ ォ ス フ ァ タ
ーゼ は ヒ ル 類 とは 逆 に ，シ マ ミ

ミ ズ で 使 用 した 基質 に よ る 相異 は あ る が ，一
般 に 酸

性 フ ォ ス フ ァ タ ーゼ が ime 織 で よ り顕著 で あ っ た。

ア ル カ リ性 は 特 に 表皮 と結 合織，酸性 は表皮 と 腸 上

皮 に 著 し か っ た 。今 回 は シ マ ミ ミ ズ の 再生 の 面 か ら

組織形成 を組織 化学的 に 検討 し t：。 ミ ミ ズ の 頭端 と

尾端を再生 させ ， 両者 に つ い て 調べ た 。術後 ， 数 日

か ら 1 ケ 月 に 詣二り，各 時 期 に つ い て 比 較 し た。組 織

編成は数 日で 急激 に 行 われ る が ， FMN を除 く基質

で 酸 性 フ x ス フ ァ タ ーゼ が 新 生 組 織 に 強陽 性 と な っ

た ほ か ．結果的 に は 殆 ん ど，旧 組織 に お け る酸素分

布 と類似 し，特 に 新組織 に 特徴的 な 分布 は 認 め ら れ

な か った 。
コ ハ ク 酸駁水 素 に つ い て ，新 生 部 表 皮 及

び 筋層 に は 殆 ん ど ， 認 め られ な か っ た 。

扁形動物無腸類 とそれ らの 共 生藻と の 共生 に お け る

微細構造 に つ い て の 観察

弥益輝文 （岡 山 大学 理 学部臨海実験所）

　渦鞭毛 藻 類 を もつ 4 種 の 無 腸類 の 形 態学的観察 の

結果 ， 2種 の Convoluta 属 （渋川 ， 喜界産） と 2

種 の AmPhiseoloPs 属　（い ず れ も綾 丸岬産） を 区

別 し得 た。こ れ らに つ い て 共生藻類 の 微細構造 の 比
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